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Summary

　The 　ob1ainment 　o 「冂lutants 　fr〔〕m 　Pers ［〜しrl　walnuL ，　which 　is　corlsidcrcd 　to　havc　little　 mu 吐ability ，　is　a

reference 　ror　future　brじeding ．　 P〔，Hen　characteristics 　and 　chro 叮 losonle 　pairin呂s　a 【 pro
−，mcta

−．．
　amd

anaphasc 　H　of
‘
Mitsuru

’
，　a　diploid　Shinano 　 wal 凹 1　 cuhivar （

‘2x　 Mitsuru ’
，　hybrid 〔｝f　Teuchi　and

Persia囗 wulnu り，　 alld　 te亡rapioi 〔1　
’Mi1suru ’

C4x−MiLsuru
’
），　 dcrivcd　 from ‘Mitsuru’by　 colchicine

trea1nlent ，were 　investigated，　Moreover，　 the　pc）ssibleapplication 　as 　brccding　llltlteTiui 　was 　als 〔》 s1udied 、
Inしhe　contro1

‘2x　 Mitsuru’，しho　pairing　was
．
16H　valcncc （n＝

．
161りfor　all　investiga1ed　cclls ．　Howcvcr ，

for‘4x 　Milsuru
：
，〔，u10f 　45　nuclear 　plとltes，35 ．6％．　wcrc 　5［V ＋ 91H ＋ 4H ＋ 9艮，　and 　6．7％ worc 　32H ．　Iu

thc　 pairing　 at　 prophasc　 of
‘4x−Mitsuru’，　 mullivat　lcnt　 chrom （，somes 　 al）ove 　 IV　 valcncc 　 wcle 　 not

observed ，　 and 　 IV　 valence 　 wcre 　 at　 most 　fivc．　 Furthcrmorc 、沁 boLh　 me しa 　 and 　 allaphasc 　 l［，32
chromoso1

．
ncs 　wcrc 　comparativc 【y　wcll 　distributcd　lo　both　poles．　From　1he　distribution　of　poHcn　slzo 　it

can 　be　deduced　the　mi し〔，1ic　proeess　of 　the 　p （）llen　mc ）ther 　celL 　The 　pollen　of
‘4x −Mitsuru’was 　L2

巨mcs 　biggcr　than　that　of　thc　control
‘2x．．．　Mitsuru’，【hc　distribution　of 　poUen　size 　was 　l7．5 μ mand 　50

μn1，　rcspcctivcly ，　and 　for　thc　tctraploid　thc　sizc 　was 　unifoTm ・　Resu ユts　concerning 　to 　polien
gcrminali〔m 　rato 　and 　fcrtility，　and 　thcir　rciation 　to　Storac　gじ，　alid　to　pollenしube 　lengしh：freshly　harvcstcd

poile【1　germination　ratc　was 　7．0％．− 7．3％ and 　10．2％
一．

12．1％ ，　respectively 　f〔ガ 4x ．．．
　Mitsuru ’

and 　the

contro1 ： and 　 thc 　gcrmination　ra 亡c　Qf　pollc正1　 sLorcd 　 a匙 5 ℃ f⊂）r　lOdays　was 　l．4％．．．．1．9％ a 選1d 　7．0％
−

85 ％．，respec1ively ．　 Thereforc，　 foド 4x −M，　 itsuru’，［he　decτ ease 　 in　 p 〔〕Uen　germination 　 ratc 　 bctwcen
freshly　harves1e〔］and 　cold 　storcd 　pollc匸1，　was 　3．51imes　the

‘2x−Mi しsuru ∵ 『he　p〔｝ll己1】fcrtmty　for　both
casos 　had　 no 　 significan1 　difference．1コolTen ［ube 　of

‘
4x −Mitsuru

’
grew　poorly，　 showing 口o　 cffcct 　or

humidiLy　 during　 cultivation ，　 and 　 with 　 fcw　 deyiati〔m ．　 As　 conclusion ，　 thc　polle1ユ of 　tree　 result 〔〕f
colchicine 　trealmel11 （

’4x −Mitsuru り can 　mai 爪 ain　iしs　viabih しy，　and 　i1s　possible　application 　as 　brccding
lnatcria ］has　bccn　shown ．

Key 　Words ： 」’‘g’砌 ∫ ’
・
egia ，　mei （，sis，　pollじn　characteristics，　tetrapioid，　walnut ．

緒 言

　 クル ミの ．原生．種 は 南北 ア メ リ カ，ヨ
ー

ロ
ッ

パ
．
，ア ジ ァ

に 15−44種 あ る と い わ れ て い る，そ の な か で ナ ッ ツ の 生

産を 目的 に 経済 栽培 さ れ て い る も の は ペ ル シ ャ グ ル ミ

2002 年 3 月29 日　受f寸，2002 年 7 月 25 日 　受
．
理．

本報告の ．．部 は 平成 2年．度園．．芸学．．会秋季大会で ．発．表 した．
‡C 〔｝rresPonding 　autho 「．

（English　Walnut ，．t，　re8ia 　L ．）を基 本 と す る品 種 ・
系統が

主で ，世界の 年間生産量 は 約 10｛．〕万 tで あ る （FAO 農業生

産年報，　1995）．

　ペ ル シ ャ グ ル ミは，わ が 国の テ ウ チ グル ミ （J．regia 　var ．

orietitis 　K 、）や シ ナ ノ グ ル ミの 基本種 と もさ れ，
．
現在，長

野 県 の 束 信 地．．方を 中心 に 栽培 され て い る俗称 シ ナ ノ グ ル

ミ は，江 戸 時 代 初 期 に 中 国，朝 鮮 を経 て 渡 来 した テ ウ チ

グ ル ミ と，明治時代 の 初．期 に ア メ リカ か ら渡来 し た べ ル

13．．．1
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シ ャ グ ル ミが 自然交雑 し て 生 じ た もの と され て い る．

　長野県 で は 1958年か ら 3年間 に わ た り，そ れ らの 実生

群 の 中か ら殻 果 の 形 質 を 主眼 と した 優良系統 の 選 抜 と そ

の 評価 を行 っ た が （町 田 ら，1958； 信濃 くる み の 優良系

統，長 野 県農地経済部，ユ962； 種苗特性 分 類 調 査報告書

（ク ル ミ），長野県果樹試験場，1981），そ の 後研究機関に

よ る 育 種 は 行 わ れ て い な い．し か し，ク ル ミの 殻果 は 常

温 貯蔵 性 が あ り，比較的省力低 コ ス ト栽培 が可能 な こ と

か らも，今後農業従事者 の 減少 に 伴 う荒廃農 地 の 増大等

の 諸事情を考 え る と，そ の 対処作物 と し て 前向 き な 利 用

が 考 え ら れ る．ま た，こ れ か ら の 育種を考 え る と，現在

比較的狭隘 な地 域 に 遺伝 資源 の 留ま っ て い る う ちに そ の

収集や ，責任 あ る機関 に よ る そ れ ら の 保存 が大切 で あ る．

同 時 に 遺伝的な変異 が少な く，比較的安定 と さ れ て い る

ペ ル シ ャ グ ル ミ に お い て も各種 の 変異体 の 獲得 に つ い て

配慮 す る 必 要 が あ る、

　筆者 ら は こ れ らの こ とか ら遺伝資源 の 収集 を進 め る と

と もに ，コ ル ヒ チ ン 処理 に よ り育成 し た 4倍体 シ ナ ノ グ ル

ミや，そ の 後代 の 形質調 査 を お こ な っ て い る．

　本報 は コ ル ヒ チ ン処 理 当代個体 の 減数分裂 に お け る染

色体 の 行動 と花粉 の 性状 に つ い て研究 した もの で あ る，

材 料 お よ び 方 法

　本研 究 に 用 い た 人為 4倍体 個体 は 1970 年 に シ ナ ノ グ ル

ミの 2倍体品種で あ る
‘
美鶴 （みつ る ）

’
に コ ル ヒ チ ン処 理

を 行 っ て 育成 し た も の で あ る．コ ル ヒ チ ン処理 は 生 長 点

滴下 法 に よ り，α
一NAAI 　ppm を含む 0．4％ 溶液 を 萌芽 し

た芽に 8 日間，毎 日 2回処理 を 行 い 選抜 し，体細胞染色 体

数 の 調 査 に よ り 4倍体 （2n＝64）と同 定 され た もの で あ る

（矢嶋 ら，1995 ，1996，1997）・

1 ．花 粉 母 細 胞 の 染 色 体対合

　本 コ ル ヒ チ ン 処理 育成樹 （No ．451 ，以下
‘4x一美鶴

’
）は

1981年 に 雄 花が 着生 し た ．花粉母 細胞 の 減数分裂時 に お

ける 染色体対合 の 状態 を 明 らか に す る た め ，当該樹 の 雄

花芽 を 1986 年 4月 26 日 の 午前 中 に ，2倍体 の
‘
美鶴

’
（以

下対照樹 ）の そ れ を 同 5月 2 日 に 採取 して 観察材料 と し

た．材料 は カ ル ノ ァ液 （エ タ ノ
ール 6 ：ク ロ ロ ホ ル ム 3：氷

酢酸 1）で そ れ ぞ れ 6時間固定 し，95％ 工 タ ノ
ー

ル で 洗浄

Table　1．

後，同液で 貯蔵 し逐次取 りだ して 供試 した ．染色は 鉄酢

酸 カ
ー

ミ ン押 しつ ぶ し法 に よ り，観 察 に は 位相差顕微鏡

（1000 倍）を 用 い，第 1分 裂 ，第 2 分 裂中期 と 後期の 染色

体対合 な ら び に 配分状態 を 調 べ た ．

2 ，花 粉 の 形 態 な ら び に 花 粉 粒 の 大 き さ と そ の 分

　　布

　花粉粒 の 大 き さ は ユ983 年 に 調査 した ．対照樹 は 28 年

生 の
‘
美鶴

’
と した．が，品種 ・系統 に よ る 差 も考慮 して 美

鶴
’

と同様 シ ナ ノ グル ミの 1 品種 で あ る
‘

豊笑 （ほ う し ょ

う ）
’
に つ い て も調 べ た ，即 ち，

‘4x 一
美鶴 か ら 開や くし

始め た 雄花穂を 4月 28 日 に ，対 照 樹 か ら は 5月 3日 に，
‘
豊

笑
’

か ら は 5月 6 日 の そ れ ぞ れ午 前 中 に 採取 して 24時 間

室内で 自然開や くさ せ た もの を 用 い た ．

　花粉 の 大 き さ は採取直後 に 鉄酢酸 カ
ー

ミ ン液 を 滴下 し

て 検鏡 し，接眼 マ イ ク ロ メータ
ー

で 花粉粒 の 直径 を測 定

した．

3．花 粉 稔 性 ・花 粉 の 発 芽 ・花 粉 管 の 伸 長

　花粉稔性 に つ い て は 1985 年 に 調査 した ，花粉 は
‘4x一

美鶴
’
，対照樹 お よ び別 品 種 の

‘
学 11号

’
と も5月上 ，中

旬 に 花粉放出中の 雄花穂 を午 前 中 に 採取 し，室内で 24時

間開や くし た もの を鉄 酢酸 カーミ ン に よ り染色 し，内容

が空虚 で染色 され な い もの を 不稔 花粉 と み な し て 1視野

当た り の 数を調べ た．

　 花粉 の 発芽お よ び花粉管 の 伸長 は 1988 年 に樹上 で 開や

く した 花粉 と，花粉放出中の 雄花穂を 採取 して 室内 で 同

様に 24時間開や くさせ た もの を 用 い ，両者 と も採取直後

と，5 ℃ で 10 日 間貯蔵 した 場合に つ い て 調 べ た．

即 ち，樹上開 や く区の うち
‘4x一美鶴

’
か らは 5月 4 日 17

時 か ら 5 日 17時 ま で の ，対照 樹 C 美 鶴
’
24年生 ）か ら は

5月 12 日 14時 か ら翌 日 14時 ま で の 24時 間，花粉放出中

の 雄花穂 に パ ラ フ ィ ン 紙 の 小袋を か け て 花粉 を採取 し，そ

の 直後 に発芽床 に 置床 し採取当 日播種 と した ．

　 一
方，室内開や く区の 場合 は

‘4x一美鶴
’
か ら 5 月 12 日

の 14時 に 花粉放出中の 雄花穂 を採取 し，翌 日の 13 日 14

時ま で 室内で 開や くさせ た も の を用 い た．ま た ，5 ℃ 10

日 貯 蔵 の 場 合 は，家庭 用 冷蔵庫 を 用 い ，採取 花粉 を薬包

紙 に 少量 ず つ 分 けて 包 み ，硬質 ガ ラ ス シ ャ
ーレ に 入 れ て

保存して お き，発芽床 へ の 播種予定 日 の 前夜に 冷蔵庫 か

Chrornosome 　pairing　at　meiotic 　first　metaphase 　of　4x − and 　2x
−Shinano　walnut 　cv、　Mitsuru．

Poliploidy
No ．　ofnucleaT

plates　observed

Chromosome

　 pamng

Presence　rate

　 （％）

4x

2x

161010

　 4

　 2

　 3141

51V ＋ 91rl＋ 411 ＋ 91

51V ＋ 7111＋ 811 ＋71

5 【V ＋ 6111＋ 1011＋ 6 正

31V ＋ 41H ＋ 1811 ＋ 41

1tv 十 10111 十 10tl 十101

321i16H

35．622
．222
．2

　 8．9
　 4．4

　 6，7100
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ら取 り 出 し て 室 温 に 順 化 さ せ て か ら播 種 を行 な っ た ，

　発 芽床の 組成 は シ ョ 糖 7％，寒天 2％ と し た ．発芽試験

は 小 型 硬 質 ガ ラ ス シ ャ
ーレ を 用い 25 ℃恒温暗条件下 に お

　 　 　 　 　 　 　 輿 、

　　 唖 　　パ i；罫 、il’

　　　》島
隠

擁 鷲
　 　 　

’
　　　　   夢

　 　 　 　 　 　 罐 　 　．；
　 　 　 　 轟

’
　
’ati

き，さ ら に シ ャ
ーレ 内の 湿度を．考慮 し，デ シ ケ

ー
タ
ー

を

用 い て 湿 度 を か え て 検討 した．湿度 の 調整 は 濃硫酸 と蒸

留水 の 比 に よ り，4〔｝％（濃 硫 酸 49mi ：蒸留水 51　ml ），
60％（同 39ml ；同 61　ml ），80％（「司 27ml ： 同 73　ml ），
100％（蒸留水 100mi ）の 4段階を 設 け た，花粉 の 発芽率は

播種 24 時間後 に 鉄酢酸 カ
ー

ミ ン で 固定 ，染色 し，花粉の

直 径 以．．ヒに 花 粉 管 が 伸 長 した もの を 発 芽花粉 と み な して

そ の 率 を算 出 した ．花 粉 管 の 長 さ は 花粉発芽孔 か ら 花粉

管 の 先端 ま で と し，各区 150個 に っ い て 接眼測微計 を用

い て 測 定 し た ．

結　 果

a 1〔）tddm

鶏 黨窯鍵1：翻 、

難
鋤

， 

　b

、・；　 tte ∵冢驚嚢；；1竃：
攣 鑠 餐露1階
ガ

蒙課鍵1…1声隔 ＿

ユ．減 数 分 裂 第 1 分 裂 中期 に お け る 染 色 体 対 合

　
‘4x一美鶴 と 対照 樹の 減数 分 裂第 1分裂中期 に お け る 染

色体対合 は 第 1 表，第 ユ，2図 に 示す と お りで あ る，

　
c4x

美 鶴 の 染 色 体 数 は 27 か ら 32 まで の 変異 を示 し

た ．第 1図 （b）お よ び第 2 図 （b−g）は そ れ ら の 極 面 像 を 示

した もの で あ る，こ の 個体 は A ’

価染色体 が 最高 5 個 まで

み られ，そ れ 以上 の 多価染色体 は 観察 され な か っ た．対

合型 は 51V＋9皿＋4H ＋9 ［ （第 2 図 b）が 35．6％ と最 も．多 く

観 察 さ れ た．つ い で 5W ＋7 皿 ＋8H ＋71 （同 c ）と 5W ＋6皿

Fig・L 　 Ph （，tomicr・graph　 of　 mei

　 　 Mitsuru’and
‘4x −Mit．suru ’．

　 　 a ：
‘2x　Mitsuru’（16H ＞

　 　 b ：
‘4x ．−Mitsuru1（321D
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Fig．2．　Chromosome 　pairing　at　rneiotic　first　metaphase 　of
‘
2x −Mitsuru

’
and

」
4x 　Mitsuru

’．
　 　 a ：

‘
2x −Mitsuru

’

　 　 b − 9 ：
‘4x ．．　Mitsuru’

　 　 　 　 　 b ．51V ＋ 91 【1＋ 4H ＋ 91 　c ．5 【V ＋ 711［＋ 8 ［1 ＋ 7I 　d ．51V ＋ 611【＋ 10 ［1 ＋ 6 ［

　 　 　 　 　 c ．3iv ＋ 4 匸H ＋ 1811 ＋ 4i 　f．lIV ＋ 10 【H ＋ 1〔〕H ＋ 10 【　 g ．32　H、
　 　 The 　arrow 　shows 　tetravalent 　chromosome ．
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Table　2．Frequency　of　pollen　grain　diarneters　in　
c4x −Mitsurゴ ，

‘2x　 Mitsuru
’
and

‘
Houshou

’Shinano　walnut （1983 ）．

　　　　Age 　of　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Area　ofdistribution （μ m ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Diameter
 

唱 笥 ・2．・・ 35 ・ 37．5 − ・ 45 ・ 4− ・ 5− ・・56 ・… 5 − 57 − 575 ・ 77・ ・一 ・ ・…

4x−MitSuru　 13

2x−MitSuru　 28

Houshou 　　　　24

　 　 　 　 　 　 　 　 452i861028 且

i6　　43　　82　　94　　90　　69　　 50　　28　　14

17　　37　　52　　73　　76　　70　　56　　61　 37

57 　 16　 　2

9　 　 1　　 1　 　　 　 i

l5　 　 2　　1　　 1　 　　 　 且

　 　 52．3aZ
l　 　 44、7b
　 　 46．3b

zDifferendetters
　indicate　significance 　by　analysis　of　variance 　at　l％ teve［

ぐ9
a （

　 ．〆’
　 ／

／
〆
f

」

ー
厂
、

ぞ
，

ン

　

ず

噂

r
 
、
1

苫
し

’

．

Tabte 　3．　 Pollen　fertility　 of
‘4x　 Mitsuru

’
，
‘2x．　Mitsurゴ

　 　 　 and
‘Gaku　No，11’Sbinano 　walnut （1985 ）．

　 　 　 　 　 　 　 　 ！

　　  也 　 　 　ノ
’

∵   ∫｝ ／
b　　　 丶 　　　　　　 ／

Material
　　　　　　　No ．　of 　　Pollen　fertnity　z
Age 　oftree
　 　 　 　 　 　 observations 　　　　　　〔％）

4x　 Mitsuru
2x−Mitsuru

Gaku 　No ．11

515−

22

736974865 95．195
．897
．0

zDecided
　by　Belling，s　iron　aceto 　carmine 　methQd ．

　 　 　 　 　 　 　 ’　　 　　 　 　　 と

　　　　　／ 　　 ＼
　　　 ／ 　　　　　＼

　　／ 　　　 碗
・・
＼

　／　　　　　　
’
　　 1

　　　　　　　　　　　　　　丿〔 、，．

じ鰯 　　／
・ ＼

＼ 　
『：

　　 ノ
　 　 　 ＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．．

Fig．3．　Photomicrograph 　of　meiotic 　second 　metaphase 　of
‘2x−

　　 MiIsuTu’（a ），
‘
4x −Mitsuru’（b）7

　　 and 　anaphase 　I【of
‘4x−Mitsuru’（c ）、

＋10H ＋ 61 （同 d）が 22，2％ で ，ほ か に 31V＋4皿 ＋18H ＋4

1 （同 e）が 8．9％，11V＋10　HI ＋10　H ＋101 （同 f）が 4．4％

あ り，32H （同 g）も 6．7％ 認 め られ た．

　対照樹 は観察 した 141 核板中の す べ て が 16　ll価を示 し

た （第 1図 a，第 2 図 a）．

　第 2分裂 中期 と後期 の 状態 は 第 3図 に 示 した．‘4x一

美鶴
’
は第 3 図 b に 示 す と お り32ず つ 配分 さ れ て い た．

第 3図 c は そ の 後 期 像 で あ る．ま t ，対照樹 （2x）は 16ず

つ 正 し く両 極 へ 分 か れ た （第 3 図 a）．

2．花 粉 の 形 態 と 大 き さ

　一
般的 に クル ミの 花粉は ほ ぼ 球形 で あ る．よ っ て そ の

直径を測定 して 花粉粒 の 大 き さ と し，そ の 測定結果を第

2表 に 示 した．‘4x 一
美 鶴

’
は 52．3 μ m で ，対照 の 2倍体

‘
美鶴

’
の 大 き さ は 44．7 μ m で あ り，

‘4x一美鶴 が約 1，2

倍大 き く差 が認 め られた．大きさ の 分布を み る と ，

‘4x一

美鶴 の 分布幅は 45．0 μ m か ら 62．5 μm の 範囲内に あ り，

そ の 中心 は 50．0 μ m で あ っ た、こ れ に 対 し，対照樹 は

32．5 μ m か ら 82．5 μ m の 範囲内に あ り，中心 は 42，5 μ m

で ，そ の 幅 が大 き か っ た．品種 間差 を 確認す る た め に 豊

笑
’

に つ い て も調査 した が，当該樹 は 32．5 μm か ら 70．0

μ m の 範囲内に あ り，中心 は 45．0 μm で あ っ た ．

3 ．花 粉 稔 性 ・発 芽 ・
花 粉 管 の 伸 長

　内容 が 空虚 で，鉄酢酸 カ
ー

ミ ン に 染色 さ れ な い もの を

不稔花粉 と み な し、そ の 調査結果を 第 3表 に 示 した ，‘4x

一美鶴 の 不稔花粉率 は 4．9％ で ，対照 樹 は 4．2％ で あ った ．

別 品 種 で あ る
‘
学 11号

’
の 不稔花粉率 は 3．0％ で ，

‘4x一美

鶴
’
や 対照 樹 よ り低率 で あ っ た．

　樹上 で 開 や くして 採取 した花粉 と，花粉放出中の 雄花

穂 を採取 して 24時間室内で 開や くさ せ た 花粉 に 分 け，さ

らに 採取当 日 と，5℃ で 10日貯蔵後 の 発芽率 お よ び花粉

管 長 に つ い て 培 養中の 環 境湿 度 を変 え て 調 べ た．結果 を

第 4 表 に 示 した．

　
‘4x一美 鶴

’
の 樹上 開 や く採取 当 日 の 平均発 芽率 は ，

7．3％ で あ っ た ．こ れ に 対 し 対照樹 の 花粉 の 発芽率 は

10，2％ で あ っ た．花粉管長 は設定湿度 に よ る 差 は ほ とん

どな く，
‘4x一美鶴 は 最長 が 0．17mm （湿度 80，100％）

で ，平均長 は 0．16mm で あ っ た．こ れ に 対 し，対照樹 の

場合最長 0，27mm （湿度 100％），平均 0．24　mm で あ り，前

者の 伸 び が劣 っ た ．ま た，5℃ 10 日貯蔵後 の 花粉発芽率

に つ い て は
‘4x一美 鶴

’
の 場合 は 平均 1．4％ で ，対照樹 は

85 ％ で あ っ た ．採取 当 日の 花粉 の 発芽率 と，5 ℃ で 10 日

貯蔵 した後 の 発芽率の 差 を発 芽減少率 と し た 場合，
‘4x一

美鶴 は 5．9％ で あ っ た の に 対 して ，対照樹 は 1．7％ で ，前

者 は後者 の 3．5倍 で あ っ た ．
一

方，室内で 開葯 した 花粉 の 場合，
‘4x一美鶴

’
の 採取 当

日の 発芽率 は 平均 7．0％ で あ っ た が t 対照樹は 12．1％ で あ

っ た．花粉管長 は
‘4x一美鶴 の 場合，最長 が 0．19な い し

0．11mm （湿 度 60，100 ％）で ，平 均 O．18　mm で あ っ た ．対

照 樹 の 場合は最 長 が 0．34mm （湿度 60％），平均 は 0．25
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　 　 　 ambicnthumidi しy，and 　lcng1h　ofpoHen 　1ubc 　in　l988．
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Fk ，wers 　worc 　hurvested　al 　anthcsis 　and 　po腫cn 　were 　cotlected 　24　hrul

’
terharvest ．

rrlm で ，
‘4x 美鶴

’
の 伸び が 劣 っ た．

1司様 に 5 ℃ 1〔〕円間 貯蔵花粉の 発芽率は
‘4x一美鶴

’
の 場合

は 1．9％ で ．対 照 樹 は 70％ で あ っ た 、な お．発芽減少率

は両者 と もに 5．1％ で あ っ た．

考 　 察

　 シ ナ ノ グ ル ミ の 1雄花穂 あ た り の 小花数 は 品 種 系統 に

よ っ て 差 が あ る が ．通常 90 − 140個 で あ り，
．
［小花中の や

く数 は 目
一18個 で あ る．本研究 で は 4 月中旬に 発育 しは

じめ た 雄花芽 に っ い て午前 10時 を 目安 に 固定 して 観察 に

供 した ．分 裂行動 に 入 っ た 花粉母細胞の 第 1 分裂中期 を

側 面 か ら観察す る と，染色体 は 赤道部 に ほ ほ 直線状 に 配

列 す る ．こ の ス テ
ー一

ジ を 極面か ら 観 て 染色体数 や そ の 行

動 を 調 べ た ．ク ル ミ属植物 の う ち ペ ル シ ャ グル ミの 染 色

体数 は x ＝ 16 と 報告 さ れ て い る （Woodworth ，193〔，），対

照 樹
‘
美鶴

’
の 極 面像 で は 明 ら か に 16H 価 が 観 察 さ れ，そ

れ ぞ れ の 染 色 体 は ほ ほ 同形 1司 大 で あ った ．こ れ に 対 し，
」4x 美 鶴

’
は W 価 か ら 1 価 ま で を 含 む 複 雑 な 対合 を 示 し，

そ の 対
』
合型 は 51v ＋9m ＋4H ＋91 が 最 も 多 く観察 さ れ た ．

っ い で 51V ＋ 7 皿 ＋ 8　H ＋71 お よ び 5N ＋ 6 皿 ＋ 10　rl＋61 で ，
32 【1 も 6，7％ み られ た ．ま た，N 価 染色 体 の 形 態 は不整 形

で 概 して 他 よ り大 き か っ た ，

　 こ の 点に つ い て，コ ル ヒ チ ン 処理 に よ っ て 育成 さ れ た

数 々 の 4倍体 植物 に 関 す る報 告例 を み る と，多 くに IV価 染

色体が 認め られ，こ の 対 合型 が 4倍 体植物 の 特徴 と な っ て

い る （古 畢 ら，1952；近藤，1941 ；木 原 ら，L947； Kondo

ct　 al．，1978；西 山 ら，1954 ；関 ら ，ユ953；Sh 孟motsuma ，
19621　E ；k ら，1958）．中 に は 多 価 染 色体 や 工 価 染 色 体 の

み ら れ な い もの もあ る が （斉藤，1949，1950）．常 に 且 価対

合を 示 しな が ら 分裂速度に 遅速 を 生 じ て 開 花 ま で に 死 滅

した 花粉 を 生 ず る もの や，花粉 粒 の 大 き さ が 大 小 不 揃 い

に な り，そ の 稔性 を 低下 させ る も の もあ る．本研 究 で は

51V＋9　ltl＋411＋91 が 最 も 多 く観察 され た が，32 且 価 も認

め られ た ．な お，観察 した 範 囲 内で は 残留 染 色 体 や 染 色

体橋 は 認 め られ な か っ た ．

　 ク ル ミの 花粉 の 形 態 は ．多孔 異 極 面 型 の 類 散孔 粒 で ほ ほ

球 形 で あ る ．花粉粒 の 大 き さ は
‘4x一美鶴

’
が 対照 樹 よ り

1．2 倍 大 き く，多 くの コ ル ヒ チ ン 処 理 に よ り育成 さ れ た 植

物 と 同 様．4 倍 体 識 別 の 指 標形 質 の ひ とつ と考 え られ る．

ま た ．花 粉 粒 の 分 布 を知 る こ と は 花粉母細胞 の 分裂 過 程

を 推 定す る うえ で 参考 に な る．分 布幅 を み る と，対照樹

の
’
美鶴

’
は 325 μ m ．82．5 μ m の 5｛｝μ m の 幅 を 示 した ．

こ れ に 対 し，
‘4x一美鶴

’

は 45．0 μ m
．62，5 μ m の 17、5

μm 内に あ り，対照樹 よ り分布幅が 小 さ か っ た ．こ の こ と
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か ら
‘4x一美鶴 は 雄花着生後 5年を経 たが，第 1分裂中期

に お い て ，rv，皿 ， 1 価 が生 じ る もの の t そ れ 以降の 分

裂 は 比較的順調 に 経過す る もの もあ る と推定 され た．

花 粉 稔 性 に は
‘4x一美鶴 と 対照樹 に 差が 認 め ら れ な か っ

た ．人為倍数体 の 花粉稔性 に つ い て ミ ツ マ タで 調 べ た 結

果 で は 4x の 稔性 が 低 い 傾向に あ る が，全 体 と して は高 い

稔性 を 示 し，4n は 86．49・
　一　86．8％ で あ っ た と して い る

（西 山 ら，1958），ま た t
コ ル ヒ チ ン 処理 に よ っ て 取得 した

同質 4倍体 キ ビ の 外見的正 常花粉率 （花粉稔性 ）は 73，6％

−77．2％ で，2xに比較 して 22，4％ ま た は 18．7％ 劣り，個

体 に よ っ て 変異が 大きい と い う（安江，1956）．さ らに ク

ワ の 4倍性鼠返 し で は そ の 成熟分裂 の 染色 体行動は 接合

時 を 除 き比較的正 し く行 わ れ る が，時 々 分裂後期 に 残留

染 色 体 を 生 じ た り，染色体 の 分散 が 撹乱 した り して 大 小

不揃 い の 花粉 四 分 子 や 五 分子 を み る こ と もあ る と報 じ ら

れ て い る （関 ら，1953）．
‘4x一美鶴

’
の 花 粉 粒 は 分 布 幅 も

狭 く比較的均
一

で あ っ た ．また ，不稔花粉率 は 対照樹 と

の 差 は み られ ず ，花粉生成 が ほ ぼ 正 常 に 推移す る もの と

思 わ れ る．

　花粉の 熟度 の 観点 か ら，供試花粉を樹上 で 開や く した

場合と，開 や く中の 雄花穂を採取 して 室内で 開や く させ

た もの に 分 け，さ らに 培養時の 湿度 を 変 え て 発芽率 を 検

討 した 結 果，採取 当 日に 置床 し た 場合 と，5℃ で 10 日 貯

蔵 して 置床 した 場合，い ずれ も
‘4x一美鶴 が 劣 り，湿 度

差 に よ る違 い もみ られ な か っ た ．ま た，本報告 で は 採取

当 日の 発芽率 と 5 ℃ 10 日後の 発芽率 の 差を発芽減少率 と

した が，樹 上 で 開 や く した場合 との 差 が 顕著 で．検討 し

た ど の 湿度条件 で も
‘4x一美鶴

’
の 減少率が 高 く，本実験

の 範囲 に お い て は
‘4x一美鶴 花粉 の 貯蔵性 は対照樹 （

‘
美

鶴
’
，2x）よ り劣 る と い う こ とが で きる．

　 ま た 対 照 樹 の 場 合，室内で 開 や く し た 花粉 の 発芽減少

率 が，樹 上 で 開 や く した 場合 よ り も高 く，こ の 差 が 花粉

の 採取方法 の 違 い と 考 え られ る ．

　人為的 に 作出さ れ た 多 くの 倍数性植物 の な か で ，花粉

管の 伸長 ま で 言及 した報告 は少 な い が，4倍性 トウ ガ ラ シ

C11代 の 貯蔵花粉の 場合，置 床 12時間後の 人工 培養基上

の 花粉管 の 伸長 は，2x一新鮮花粉 は x
一
新鮮花粉 の 315 程

度 で あ っ た と して い る （飯塚，1955）．単純 に 比較 は で き

な い が，本調 査 で は樹上 で 24時間自然開や くさ せ て 採取

直 後 に 培 地 に 置 床 し，そ の 24時 間後 の 花粉管長 を調 べ た

と こ ろ，対 照 樹 の 場合 は 243 −248 μm で あ っ た が ，
‘
4x

一
美鶴

’
の 場 合は 157− 182 μ m と 劣 り，開や く方法や 虚度

差 の 違 い も見 ら れ ず ，4倍性 トウ ガ ラ シ の 場合 と ほ ぼ 同様

の 傾 向が 認 め られ た ．

　 以 上 の と お りシ ナ ノ グル ミの コ ル ヒ チ ン 処 理 に よ り育

成 した
‘4x一美鶴

’
花粉 の 性状に つ い て そ の 一端を 明 らか

に し，加 え て ，そ の 基本種 で あ る ペ ル シ ャ グル ミ系統の

変異体獲得 に 交雑親 と して の 利用 の 可能性を示 し た ．今

後 さ ら に 人工 授粉 に よ る 実際面 に つ い て の 検討 も必要 で

あ り，さ ら に，そ の 後代 に お い て殻果 の 形質 や．樹形 な

ど に お よ ぼ す 影響 に つ い て 検討 を進 め る必要 が あ る．

摘　　要

　 テ ウ チ グル ミ とペ ル シ ャ グル ミの 雑種 と され る シ ナ ノ

グル ミの 2倍体 栽培 品 種 で あ る
‘
美鶴 と，そ の コ ル ヒ チ

ン処 理 育成個 体 （
‘4x一美鶴

’
）の 減数分裂第 1分裂の 染色体

対合 と第 2 分裂中期，後期 に お け る 染色体 の 配分状態 を調

査 し，あ わ せ て 花粉 の 性状 に つ い て 調 べ ，交配親 と し て

使用 の 可能性 に つ い て 検討 した ．

　 2倍体 シ ナ ノ グル ミ
‘
美鶴

’
の 対合型 は 調査細胞 の 全 て

が 16H 価 （n ＝16H ）を示 した ．こ れ に 対 して
‘4x一美鶴

’

の 対合型 は 調査 45核板中の 35．6％ が 51V＋91H＋4　H ＋91

で あ っ た ．ま た 32H も価 6．7％ 認 め ら れた．そ して
‘4x一

美鶴
’
の 減 数分 裂第 1分 裂の 染色体対合 は ，IV価を 越 え る

多価染色体は 観察 さ れ ず，か つ ，IV価染色体 の 最高 は 5個

ま で で あ った ．ま た ，第 2分裂 で は 中期，後期 と も 32ず

つ 比 較 的正 し く両極 へ 配 分 さ れ て い た．

　花粉の 大 き さ の 分布を知 る こ とは そ の 個体 の 花粉母細

胞の 分裂 過 程 を推 定す る うえ で 参考 に な る．花粉の 大 き

さは
‘4x一美鶴

｝
が 対照 樹 よ り 1．2倍大 き く，大きさ の 分布

は前者が 17．5 μ m 内 に ，後者 は 50 μ m 内 に あ り，前者 が

そ ろ っ て い た．さ ら に ，花粉稔性 お よ び 花粉 の 発芽率 と

その 貯蔵性 な らび に 花粉管の 伸長 に つ い て 調 べ た と こ ろ，
‘4x 一

美鶴
’

の 花 粉 稔 性 は対 照 樹 との 差 が 認 め られ な か っ

た，ま た，花粉発芽率 は対照樹 の 平均 が 10．2％ −12．1％ あ

っ た の に 対 し，
‘4x一美鶴

’
は 7．0％ −7．3％ で あ った ．採取

花粉を 5 ℃ で 10 日 間貯蔵 した 場合 の 発芽率 は，対 照 樹が

7．0％ −85 ％ で あ っ た の に 対 し，
‘4x一美鶴

’
は 1．4％

−

1．9％ で あ っ た．花粉管長 は
‘4x一美鶴

’
の 伸 び が 劣 り，培

養 湿 度 の 差 もな く偏 差 も少 な か っ た ．樹上開葯花粉 の 採

取 当 日 と，5DC　10 日 間貯蔵後 の 発芽率の 差 を発芽減少率

と して 比較 した場 合，
‘4x一美 鶴

’
は対 照 樹 の 3．5倍 で あ っ

た．

　以上 の こ と か ら 本 コ ル ヒ チ ン 処理樹 （
‘4x一美鶴

’
）の 花

粉 は そ の 能力を保持 し，交配親 と して の 使用 の 可能性 が

示 さ れ た．
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